
Ⅰ．はじめに

　森林流域の渓流水質に関する研究は過去に多くの調査事例があ

る（例えばCaine and Thurman（1），Forti et al.（2），Hatano 

et al.（3），Hirose et al.（4））が，サンプリング地点が，付近の

流域も含めてどの程度の代表性を有するかについて議論した研究

は少ない。

　本研究では，年間を通して水質モニタリングを行っている鹿北

流域試験地の周囲で，人為の影響がほとんどないと考えられる山

地小流域を多数選び，梅雨末期と夏季乾燥期に渓流水の分析を

行って，鹿北流域試験地の代表性について，主に基盤地質の面か

ら検討した。

Ⅱ．調査地の概要および調査方法

　調査地は，熊本県山鹿市鹿北町に位置する鹿北流域試験地３号

沢（黒色片岩，ＫＨＫ）（5）および周辺の２２流域である（図－

１）。地質ごとの内訳は，黒色片岩流域が７地点（Ｓ１～Ｓ７），

花崗岩流域が２地点（Ｇ１～Ｇ２），安山岩流域が１０地点（Ａ１

～Ａ１０），斑糲岩流域が２地点（Ｈ１～Ｈ２），花崗岩と安山岩が

分布する流域が１地点（Ｍ１）であった。

　各流域において，梅雨末期（２００６年７月６～７日）と，夏季乾

燥期（２００６年８月２３～２５日）に渓流水を採取して，その場でpH・

ECの測定を行い，サンプルを研究室に持ち帰って溶存成分の分

析を行った。溶存成分はイオンクロマトグラフ（ダイオネクス社，

DX－５００）を用いてアニオンとカチオンの分析を行ったが，機

械の不調のためCa２＋とMg２＋の測定値が得られなかった。なお，

梅雨末期のサンプリングでは，土砂崩れによる林道の被害のため、

安山岩流域の２点（Ａ９，Ａ１０）で分析試料を採取できなかった。

Ⅲ．結　果

　周辺流域でその場で行った pH，ECの測定結果を図－２に示す。

梅雨末期（７月）と夏季乾燥期（８月）では，測定した全ての流

域において８月の値が大きいという結果が得られた。鹿北流域試

験地では，降雨直後に pH，ECがかなり低下するという傾向があ

り，周辺流域でも地質の差はあれ同様な傾向が認められた。

　基盤地質ごとに pH・ECを検討すると，鹿北流域試験地と同じ

地質である黒色片岩の流域で，pH・ECともに値が非常に大きい

ばらつきを示した。これに対し花崗岩の流域では，鹿北流域試験

地とほぼ同じ値を示し，安山岩の流域ではやや低く，斑糲岩の流

域では高い値を示した。
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図－１．調査地の位置 図－２．pH・ECの測定結果



　梅雨末期の溶存成分の分析結果を図－３に示す。全体的には

SO４２－が高濃度で，K＋が低濃度であった。また鹿北流域試験地で

は，NO３－の値が他の流域と比較して小さい傾向がみられた。基盤

地質ごとに検討すると，黒色片岩の流域ではNO３－，SO４２－濃度の

流域ごとの変動が大きく，且つ鹿北流域試験地の濃度よりも高

かった。花崗岩の流域では，NO３－，SO４２－濃度が鹿北流域試験地

よりも高かったが，その他は同程度の値を示した。安山岩の流域

では，Na ＋の濃度が鹿北流域試験地よりも低かった。斑糲岩の流

域では，SO４２－，Cl －濃度が高く，Na ＋，K＋濃度が低かった。

　夏季乾燥期の溶存成分の分析結果を図－４に示す。ECの上昇と

対応して，全体的には梅雨末期よりも溶存成分濃度が高い傾向に

あり，特にNO３－，Na ＋でそれが顕著であった。これに対し，SO４２－

は濃度がほとんど変化しないか低めであった。基盤地質ごとの鹿

北流域試験地に対する溶存成分濃度の関係は，梅雨末期とほぼ同

様であった。

　このように，鹿北流域試験地の渓流水は同じ基盤地質の黒色片

岩流域よりも pH・EC，溶存成分濃度が低い傾向にあるものの，

周囲に分布する花崗岩・安山岩流域とほぼ同じ水質を示した。

Ⅳ．考　察

　基盤岩石の異なる山地小流域の流出特性や溶存物質量の違いを

扱った研究の代表例として，Hirose et al.（4）が挙げられる。そ

の中で，基盤岩石によって土層深や地中水の挙動が異なる為，渓

流水中の溶存物質量が変わることが指摘されている。また斑糲岩

の流域では花崗岩の流域に比べて基底流出量が多く，ECも高い

（即ち溶存物質量が多い）ことが結論づけられており，今回の分

析結果はそれらを支持する結果となった。また，黒色片岩流域間

で pH・EC，溶存成分濃度に大きな違いが認められたが，基盤地

質以外のどのような要因により差が生じたのか，今後検討する予

定である。

Ⅴ．結　論

　基盤地質ごとにまとめた，鹿北流域試験地に対する pH，EC，

溶存成分の特徴は以下の通りである。

１）黒色変岩（変成岩）：流域毎に pH・EC，溶存成分濃度の変動

が大きい。鹿北流域試験地は同一地質の流域と比較して，pH・EC

が低く，溶存物質量が少ないきれいな水が流出していると言える。

２）花崗岩（深成岩・酸性）：鹿北流域試験地と pH・EC，溶存物

質量がほぼ同じである。

３）安山岩（火山岩・中性）：鹿北流域試験地と pH・EC，溶存物

質量がほぼ同じか低めである。

４）斑糲岩（深成岩・塩基性）：鹿北流域試験地と比較して pH・

ECが高く，溶存成分濃度では SO４２－，Cl －が高く，Na ＋，K＋が低

い。

　鹿北流域試験地の渓流水は同じ基盤地質の黒色片岩流域よりも

pH，EC，溶存成分濃度が低く，基盤地質以外の要因が水質の違

いをもたらしていると考えられたが，周囲に分布する花崗岩・安

山岩流域とはほぼ同じ水質を示すことが明らかになった。
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図－３．溶存成分分析結果（梅雨末期）

図－４．溶存成分分析結果（夏季乾燥期）


